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宗

要
価回
納
ヽ
＼
記
紀
神
話
の
世
界
＼

六
月
二
十
一
日
午
後
五
時
よ
り
、
当
大
社
拝
殿
（
重
文
）
で

の
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
宮
崎
県
の
高
千
穂

社
の
氏
子
保
存
会
で
構
成
さ
れ
る
「
高
千
穂
の
夜
神
楽
」
が

納
さ
れ
、
多
く
の
参
拝
者
が
心
を
奪
わ
れ
た
。

今
回
の
奉
納
は
、
宗
像
市
内
の
東
海
大
学
附
属
第
五
高
で
の

年
に
一
度
の
芸
術
鑑
賞
会
に
お
い
て
公
瀕
す
る
こ
と
に
な
り

宗
像
ま
で
行
く
の
だ
か
ら
是
非
宗
像
大
社
へ
も
奉
納
を
と
卒

望
し
実
現
し
た
。

会
員
の
皆
様
は
、
平
素
は
農
業
や
役
場
、
会
社
に
勤
め
な
‘
、
»

ら
、
伝
統
を
保
持
し
よ
う
と
短
時
間
で
は
あ
る
が
、
毎
日
温

を
行
い
、
貴
重
な
神
楽
を
継

承
し
て
お
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

当
日
は
三
十
三
番
あ
る

神
楽
（
全
て
舞
っ
た
ら
十
九

時
間
を
要
す
る
）
の
中
か
ら
、

海
神
に
因
ん
で
「
住
吉
」
、
天

照
大
神
の
岩
戸
隠
れ
を
表

現
し
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

た
ぢ
か
ら
お
う
ず
め
と
と
り

「
手
力
雄
」
「
釧
女
」
「
戸
取
」

の
岩
戸
三
番
の
計
四
番
の
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神
楽
が
舞
わ
れ
た
。
ー
独
特
な
リ
ズ
ム
に
所
作
、
派
手
な
衣

―
つ
の
舞
が
終
わ
り
、
次
の
舞
の
準
ー
装
や
強
烈
な
面
な
ど
、
宗
像
で
は
目
に

備
が
行
な
わ
れ
る
間
に
は
、
保
存
会
の
：
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
神
楽
は
新
鮮
な

甲
斐
栄
夫
氏
が
演
じ
ら
れ
る
神
楽
の
解
]
舞
に
も
感
じ
ら
れ
た
。
や
が
て
、
日
が
暮

説
を
さ
れ
、
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
る
i
れ
る
と
拝
殿
に
灯
さ
れ
た
大
提
灯
の
灯

姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
：
り
が
、
一
層
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し

午
後
五
時
三

0
分
か
ら
始
ま
っ
た
舞
―
出
し
幽
玄
な
舞
に
魅
了
さ
れ
た
。

も
、
四
番
終
わ
る
頃
に
は
七
時
三

0
分
一
新
聞
各
社
の
取
材
も
多
か
っ
た
こ
と

を
過
ぎ
て
い
た
も
の
の
、
拝
観
者
の
熱
一
か
ら
、
翌
日
の
東
海
第
五
高
で
の
公
演

い
ア
ン
コ
ー
ル
の
拍
手
に
剣
舞
も
舞
っ
一
に
は
一
般
の
方
も
多
数
訪
れ
た
と
の
こ

て
い
た
だ
い
た
。
一
と
。
高
千
穂
神
社
、
高
千
穂
夜
神
楽
保
存会

の
皆
様
の
こ
隆
昌
と
こ

健
勝
を
心
よ
り
こ
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

滋]—— 
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各級の成禎は下記の心・ノ 0

駆怜IU科1 優勝楠木
準僅勝長尾

匡秘襲国譜1 優勝宝勝

“低襲匿． I 優勝宮崎
巨偽潟薗計1
( Aパート ）優

( Bパート ）優

I疇層櫨醤91
（中学生以上 (25名））｛憂

（小学生 (27名））債！

（シニア級 (10名））偵t

勝片山

勝杉浦

早紀（大分県かるた協会）

嘉昭（九州かるた協会）
春菜（法政かるた協会）

敬子（熊本県かるた協会）

晃会（鹿本高校・熊本県）

暢（鹿本高校・熊本県）

勝亀井 寛子（大分県かるた協会）

勝石谷あさひ（三芳かるた会・大分県）

勝藤木美千子（行橋かるた会・福岡県） ’ 

六
月
八
日
・
十
五
日
の
両
日
、
第
三
+
]
詰
ま
る
熱
戦
が
夕
刻
ま
で
繰
り
広
げ
ら
ー
会
所
属
）
さ
ん
が
順
当
に
優
勝
し
た
。

二
回
宗
像
大
社
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
れ
た
。
·
本
年
度
も
、
大
会
関
係
者
・
選
手
総
勢

大
会
（
主
催
1
1
宗
像
大
社
、
全
日
本
か
る
一
大
会
二
日
目
、
十
五
日
は
、

A
.
B
.
C

ニ
一
百
数
十
名
が
協
力
し
、
盛
会
裏
の
内

た
協
会
主
管

1
1

九
州
か
る
た
協
会
級
（
有
段
者
）
の
試
合
が
行
わ
れ
、
九
州
に
大
会
は
終
了
し
た
。
表
彰
式
が
終
わ

後
援
1
1

宗
像
市
教
育
委
員
会
）
が
、
当
大
：
は
勿
論
、
遠
く
関
西
•
関
東
か
ら
も
実
力
．
る
と
、
一
同
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
い
、

社
清
明
殿
・
斎
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
者
が
集
い
、
総
勢
一
、
二
三
二
名
が
参
加
再
会
を
誓
い
大
社
を
後
に
し
た
。

大
会
一
日
目
、
八
日
は
、
小
・
中
・
高
校
i
す
る
中
、
高
い
レ
ベ
ル
の
試
合
が
繰
り
]

生
を
中
心
に
約
一

0
0
名
が
参
加
し
、
i
広
げ
ら
れ
た
。

D

級
、
初
心
者
級
、
シ
ニ
ア
級
で
試
合
が
i
特
に
高
段
者
が
参
加
す
る

A
級
は
実

行
わ
れ
た
。
各
級
と
も
に
静
寂
の
中
息
．
力
が
伯
仲
し
、
激
し
い
攻
防
戦
が
展
開

さ
れ
た
。
A
級
の
部
で
は
、
[

ク
ィ
ー
ン
（
女
子
日
本
一
）
i

の
称
号
を
持
つ
の
楠
木
i

早
紀
（
大
分
県
か
る
た
協

ヽ

お出かけは、おトクでエコな2枚きっぷ4枚きっふで

4

回
エ
コ

h
ｷ
 

4

枚
き
っ
ぷ
で

2

回
エ
コ

h‘ 
2

枚
き
っ
ぷ
で

列車のCO2排出量は乗用車の約 1/9 です。

詈こ二」＝二I＝し 1：ロニニ一人を1km運ぷときに捨出するCO2量の比較 (2005年震） （交過エコロジー・モビリティ財団「遍鎗・交通と環墳2007年蔭jより）

新幹線乗るなら、

これ一枚。

新幹線回数券

つばめ2枚きっふ

博多～鹿児島中央2時間12分 7,800円
「つばめ2枚きっぷ」 1 枚あたりのおねだんです。所要時間は最速時分を表記しています。

●ピーク期（7月25日～8月24日、 12月26日～平成21 年 1 月 12日、 3月 13日～3月31 日）に、指定席

タイプの「つばめ2枚きっぶ」で指定席を利用される場合には、列車ごとに指定料金券（大人500円、

こども250円）が必要です。なお、自由席をご利用される場合には、指定料金券は不要です。

●ご乗車前に駅の窓口等であらかじめお買い求めください。（列車内では販売しておりません。）

：ポイントがたまる！インターネット列車予約 回芯．．：回：

旦二らJrkyushucOJp／雷It「1::舌yuヵ；らhuCOJp/mobIle／筐譴
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一
第
一
駐
車
場
に
境
内
図

参
拝
者
の
皆
様
が
ま
ず
入
る
第
一
駐
車
場
、
そ
の
正
面
に

縦
・
横
三
・
六
ね
の
巨
大
な
境
内
図
を
設
置
致
し
ま
し
た
。

当
大
社
の
境
内
は
大
変
広
く
、
本
殿
へ
の
案
内
は
も
と

よ
り
、
国
宝
八
万
点
を
収
蔵
展
示
す
る
「
神
宝
館
」
、
古
代
祭

祀
の
姿
を
今
に
伝
え
る
「
高
宮
祭
場
」
、
神
宮
式
年
遷
宮
古

材
を
賜
り
造
営
さ
れ
た
「
第
二
宮
・
第
三
宮
」
等
見
所
盛
り

沢
山
。
も
っ
と
多
く
の
皆
様
に
こ
れ
ら
見
所
、
参
拝
ス
ポ
ッ

ト
に
足
を
延
ば
し
て
い
た
だ
こ
う
と
設
置
致
し
ま
し
た
。

施
工
後
は
、
連
日
足
を
止
め
、
見
入
っ
て
お
ら
れ
る
参
拝

者
の
皆
様
を
お
見
か
け
致
し
ま
す
。
是
非
、
自
然
豊
か
な
境

内
を
散
策
さ
れ
、
宗
像
大
神
様
の
御
神
徳
を
戴
か
れ
ま
す

よ
う
こ
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

祈
願
殿
の
表
参
道
側
に
、
来
る
平
成
二
十
五
年
斎
行
の

神
宮
式
年
遷
宮
を

P
R

す
る
看
板
を
設
置
致
し
ま
し
た
。

上
段
に
は
、
神
宮
司
庁
よ
り
お
借
り
し
た
「
古
殿
地
と
新

宮
の
写
っ
た
内
宮
の
空
撮
」
と
「
内
宮
御
正
殿
」
を
組
み
合

わ
せ
た
伊
勢
神
宮
の
パ
ネ
ル
を
、
下
段
に
「
辺
津
宮
本
殿
」

に
「
沖
津
宮
」
「
中
津
宮
」
の
宗
像
三
宮
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
勢
の
神
宮
と
宗
像
大
社
の
関
係
を
伝
え
な
が
ら
、
平

成
二
十
五
年
斎
行
の
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
へ
の
奉

賛
を
理
解
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
制
作
致
し
ま
し
た
。
こ

参
拝
の
折
に
は
是
非
こ
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
快
く
写
真
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
神
宮
司
庁

広
報
室
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

祈
願
殿
外
壁
に

神
宮
式
年
遷
宮
パ
ネ
ル
を
設
置

゜
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は境様る 文もよ中二俗
碁内よ飯―化参り保十舞七
本のり上日の加葦政年保月
的説御 目一し津会度存三
に明案宣沖唇沖事長研竺四
門孟贋雷縄触縄務以修田日

塁5 ：存塁[ E 息[]9ｧ ［日
南土ぎ判— と野ハ開会‘
国の御末ノ 琉事紅閂邑虞
独神由安宮 球務当れの地
特社緒宮で 王局大、平方~..:;:ぃ,...,コ

のとや司あ 朝員社田成風じ羞塁塁こず呈羞‘··動
墓賞球とをは を御参軍兵たの庫令と少備十はさよ令 と雰
地当舞と堪沖夕捧霊拝慰を丘将舜室も将隊三靡仁う壕そが囲
方大踊楚能縄食げに英霊祀上丘 やにが司日 にをので気
風社を’'-、す料時な祈霊碑るのノ必墨医自部令海二地掘見後きを
俗主観琉る理に りのを海倫喜が塁刃下官軍＋下り学旧な感

....残、し将大沖年壕め迷海 じ
実''-つ衣た兵田縄六内ぐ路軍 る
少思て糧司と実守月にらの司 こ

閲ぷ胄
下馳‘
多せ―
数た同
の。当＇
将ま時

p
l
ｭ

J
ｭ
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a
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ジ
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ｭ
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一
舞
と
は
一
味
違
っ
た
も
の
を
感
じ
、
皆

一
熱
心
に
舞
踊
を
見
詰
め
て
い
た
。

―
―
一
日
目
は
、
首
里
城
と
玉
泉
洞
を
視

察
。
首
里
城
で
は
、
琉
球
王
家
の

歴
史
・
文
化
を
観
る
こ
と
が
で

き
、
改
め
て
琉
球
独
特
の
文
化
を

感
じ
た
。

玉
泉
洞
で
は
、
鍾
乳
石
の
美
し

さ
に
感
動
し
、
暑
さ
を
忘
れ
て
洞

窟
内
を
散
策
し
帰
路
に
つ
い
た
。

今
回
の
研
修
を
終
え
、
歴
史
や

伝
統
文
化
の
継
承
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
、
今
後
主
埜
地
方
風
俗

舞
保
存
会
の
維
持
継
承
に
意
気

込
み
を
深
め
た
。

エネルギーに関する
ベスト・パートナーを目指します。

お客さまの声に、誠心誠意耳を傾けること。

エネルギーに関する様々なご要望をワンストップで受け

止め、グループの総合力を駆使して対応させていただ＜

こと。それが九州電力のエネルギー・ソリューション。

私たちは、お客さまとガソチリとスクラムを組み、エネ

ルギーという幅広いフィールドの中で、エネルギーの

効率的利用やお客さま設備に関するアドバイスなどに

柔軟に対応できるベスト・パートナーを目指します。

9九州電力
ずっと先まで、明る＜したい。

http://www.kyuden.eo.jp/solution/index.html 

゜
暑中御見舞申し上げます べ

．C4 一



第570号 （第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 像 平成20年8月 1 日金曜日 6
 

六
月
二
十
五
日
（
水
）
、
宗
像
観
光
協

会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
、
玄
海
ホ
テ
ル
旅

館
組
合
（
原
重
司
組
合
長
）
主
催
の
海
開

き
神
事
が
、
今
年
は
霧
雨
模
様
の
た
め

玄
海
魚
市
場
で
斎
行
さ
れ
た
。

午
前
十
時
三

0
分
、
葦
津
禰
宜
以
下

神
職
三
名
の
奉
仕
で
神
事
が
始
ま
り
、

1『

ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ 

之―:—―畠そ嘉翡贋；当悶羹畠
の宗係き い波と の浴浜岸の祭ほら旅日を上事
思像者て長るな大各神場‘ 後典ど海館は祓し故
いののいき方ど勢海事へ冒鑓神はがに組宗いたの
出海方る間がでの水を向海崎職滞見関合像清後な
を水々宿に多危人浴終か岸漁がり守ゎ長観め―‘い
作浴の泊亘数険ではえいな港—なるるを光た大よ
っ場注先りいな賑夏た清 ‘ー＜な各は協゜麻ぅ
盈厄‘塁覧嘉魯且麿閲°塁晶骨［厚か関よ房 切祈
嘉で胃ゃ灘盆遭がが ｛｛闘悶素｝畠悶丞長 塁で
い せ地を。わ例始 、各、れ：魚総難玄 神た
。いず元見 れ年ま 全海江、 市勢救海 湊祝
夏、関て て高る て水口深 場＋助ホ の詞

六
月
二
十
三
日
午
後
五
時
よ
り
当
大

社
斎
館
で
、
福
岡
県
神
社
庁
雅
楽
部
会

（
平
木
一
吉
会
長
・
大
宰
府
天
満
宮
）
主

催
に
よ
る
雅
楽
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
福
岡
県
内
各
地
よ
り
十
四

名
が
参
加
。
龍
笛
、
箪
築
、
鳳
笙
の
三
管

に
分
か
れ
、
「
越
殿
楽
」
を
は
じ
め
と
す

る
平
調
五
曲
と
、
太
食
調
の
「
抜
頭
」
の

計
六
曲
を
合
奏
す
る
な
ど
の
温
習
が

行
わ
れ
た
。

各
神
社
の
神
職
が
集
い
演
奏
す
る

事
に
よ
り
、
互
い
の
技
術
を
切
磋
琢
磨

し
、
雅
楽
の
研
鑽
を
行
な
う
こ
と
が
出

来
る
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
。

：暑中7夏ク舞：？上けです。。（
ヽ

ぃ、マ、長昌讐

‘ • • 

ヽ

情報環境、ものをつなぎトータルにデザインします。

Think 
And 
Produce 
株式会社ジーエータップ

本社／〒812-0024

福岡市博多区綱場町2-2 福岡第一ピル1F
Tel 092-291-8801 Fax 092-291-8805 

東京事務所／〒102-0073

東京都千代田区九段北1-13-1 九段中坂ピル3F
Tel 03-3221-1735 Fax 03-3221-1736 
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八
百
比
丘
尼
の
話
を
つ
づ
け
よ
う
。
益
軒
の
「
西
北
紀
行
」
で
は
、
小
浜
に
六
人

「
若
狭
国
伝
記
」
で
は
若
狭
の
者
が
+
人
[
の
福
徳
長
者
が
い
た
。
時
々
参
会
し
て
宝

ば
か
り
船
に
の
っ
た
が
、
突
然
海
が
荒
れ
、
i
物
を
く
ら
べ
競
っ
て
い
た
。
食
膳
も
ま
た

漂
流
、
島
に
流
れ
着
い
た
。
上
陸
し
て
み
一
珍
味
を
尽
く
し
た
。
あ
る
時
、
人
魚
を
料

る
と
、
金
の
楼
門
、
玉
の
扉
の
豪
邸
が
あ
~
理
し
た
が
多
く
の
者
は
人
魚
を
知
ら
ず
、

っ
た
。
そ
こ
で
接
待
を
受
け
た
が
膳
怪
し
い
物
と
し
て
食
べ
な
か
っ
た
。
一
人

に
出
た
の
は
人
の
姿
を
し
た
も
の
公
が
、
こ
の
人
魚
の
肉
を
五
、
六
片
、
懐
に
入

の
料
理
だ
っ
た
た
め
、
み
ん
な
恐
れ
て
れ
て
家
に
持
帰
り
、
妻
子
に
見
せ
て
捨

食
べ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
風
が
て
よ
う
と
思
い
隠
し
て
い
た
ら
、
娘
が

汀
ぃ
‘□
]
い
ピ
[
‘
『
[
[
`
日
ヽ
g
­

中
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た
。
家
の
べ
た
。
そ
の
娘
が
八
百
／
／
／
f

-

.

l

 

女
が
、
此
肉
を
食
べ
て
、
八
百
年
年
間
生
き
た
。
一
/
‘
,
'

間
年
を
と
ら
な
か
っ
た
。
「
其
島
ど
れ
も
海
が
舞
台
で
あ
る
こ
と
、
人

は
蓬
莱
島
、
肉
は
の
よ
う
な
姿
の
料
理
が
出
さ
れ
る
。
そ

人
魚
」
と
あ
る
。
れ
が
人
魚
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
っ
た

「
若
耶
群
談
」
で
こ
と
。
そ
の
姿
か
ら
皆
気
味
悪
が
っ
て

は
、
父
親
が
、
魚
釣
食
べ
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
っ
そ
り
持
ち

り
に
出
か
け
、
顔
帰
っ
て
、
娘
が
肉
を
食
べ
た
と
い
う
の

の
怪
奇
な
魚
を
釣
が
共
通
し
て
い
る
。

り
あ
げ
た
。
食
べ
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
人
魚

な
い
で
棄
て
た
ら
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
ジ
ュ
ゴ
ン
で

子
ど
も
が
拾
っ
て
は
な
い
か
と
い
わ
れ
、
沖
縄
に
は
ジ
ュ

食
べ
た
。
こ
れ
が
ゴ
ン
が
い
る
。
顔
は
豚
の
よ
う
で
あ
り
、

人
魚
で
八
百
歳
ま
あ
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
魚
の
よ
う
な

で
生
き
た
。
貝
原
姿
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
（
小
浜
の
人
魚
像

（続）

ゞ
·
·
ー
、

『
-
·

,. 

・一
228 

いしいただし
•••••••• ••-··· •• • • • • • • •• .......................—······················································· • - ·• ························••• ●一雫 • ●雫 •-- •-··································-

翡且娑篇虐と！畠閾： ；象忍、璽］ず嘉忍：嘉篇畠繋畏畠靡鎌〗嘉
は上イなぞ。のび人朝てですを ちし喉の旦ら、つい臣どれ献人聞倉てン
なすとる人あけに臣ゆてもめ人にて＾つし歯なてがいて上入集時いマ
いるいに魚じりかおき—‘人くのおに三ねいは--,いく,,_いの の代色 l
魯冒嘉ぎとはさ゜へそ二喉にこちほな四のでこかただ：召門慶七の。ク

琴器：『o t言茎羞登写森亨参：心会蕊冥i否李、差西豆謳靡品翠［齊 函いで台ユはにへ、 朝おとりてるけりた魚や大人刑保深刑面二 が
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そ震ノいけなきは。とあをた つ人三身はりが網忠河が忠保古 ジ

味噌せんべい・博多の四季

キ姉｀始月屯
〒812-0029

福岡市博多区古門戸町1-11
TEL 092-291-2966 
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oo 双
社
歌
会
砕
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切
令

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

孫
な
く
ば
祖
母
に
は
な
れ
ず
婆
と
な
る
こ
の
く
や
し
さ
に
赤
き
服
買
ふ

回
赤
い
服
に
象
徴
さ
れ
る
心
境
は
複
雑
で
あ
る
。
い
い
歌
。

宗
像
市
大
島
杉
田
膿
子

寺
山
の
斜
り
に
残
る
一
本
の
古
き
木
株
が
地
蔵
に
見
ゆ
る

□
信
深
き
が
ゆ
え
の
一
木
一
草
皆
仏
の
境
地
だ
ろ
う
。
羨
ま
し
い
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

ふ
る
さ
と
の
弥
彦
神
社
を
想
ぴ
つ
つ
宗
像
さ
ま
に
け
ふ
も
詣
で
つ

ロ
”
口
闘
馴
昇
い
示
詞
い
汀
汀
鱈
鱈
鱈
い
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

こ
も
り
ぬ

新
緑
の
枝
の
お
ぼ
い
し
隠
沼
に
間
延
び
し
声
で
牛
蛙
嗚
＜

□
初
夏
の
原
風
景
と
も
言
え
る
一
首
。
隠
沼
が
い
い
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

鉢
底
の
水
抜
き
穴
よ
り
根
を
下
ろ
し
宮
城
野
荻
は
花
つ
け
初
め
ぬ

ロ
げ
言
只
汀
虞
汀
汀
0
な
っ
た
鉢
の
植
え
変

一累回犀，
唇日業忌北 じミ蜂蒻宗
含塁雷靡だ力）が像
お瓢、g闘 9 讐市
てあ暦tこ 生這
しる五ょ八態い田
か--,月ね幡念回
なアーホ西つり久
戸汀t区ま要
詠リ日ギ く立
つスース とち
た息ぱ汝 らヱ
のもまと士兄八井
はふた植繭た堀上

詈存鷹しぎ〖 五［
諸塁こ子：、む光
白ゆも 暑
秋るあり る。き
でとりス 日
あき老見 差
るふいま し
゜とのせ に

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

久
び
さ
の
友
の
電
話
は
入
院
を
告
ぐ
る
も
の
に
て
言
策
失
ふ

ロ
汀
゜
心
J
~
麟
言
亡
。
―
つ
と
失
っ
て
ゆ
く
も
の
で
あ

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

葬
送
の
兄
の
写
真
は
亡
き
母
に
会
び
た
る
如
し
一
瞬
と
ま
ど
ふ

ロ
冒
に
疇
詞
り
。
当
の
齢
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

宗
像
市
田
野
森
甲
子

梅
雨
風
に
大
き
椋
の
樹
揺
れ
ゆ
れ
て
声
の
す
る
ど
く
杜
臆
嗚
＜

ほ
と
と
ぎ
す
は
魂
迎
鳥
と
も
呼
ば
れ
、
う
っ
か
り
寝
て
い
て
そ
の
声
を
聞

-
'
三
冒
~
霰
芦

□
い
叶
仕
只0。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

一
年
ぶ
り
子
と
帰
省
せ
し
長
男
の
髪
に
白
き
が
目
立
ち
始
む
る

ロ
只
讐
斤
冒
げ
只
冒
コ
げ
。
で
は
な
い
か
、

宗
像
市
光
岡
森
田
富
佐
子

良
く
な
つ
く
犬
の
暗
く
声
聞
き
取
り
て
昼
寝
の
友
は
と
び
起
き
餌
や
る

回
犬
に
な
ぐ
さ
め
ら
れ
て
い
る
友
で
あ
ろ
う
。
孤
独
感
が
あ
る
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

霧
ふ
か
き
箱
根
奥
宮
め
ざ
し
ゅ
＜
流
れ
る
雅
楽
に
魅
せ
ら
れ
な
が
ら

回
私
も
こ
ん
な
場
面
に
接
し
て
見
た
い
状
景
で
あ
る
。

宗
像
市
光
岡
則
松
芳
子

緑
濃
き
季
節
と
な
り
て
朝
々
を
雀
の
子
等
の
飛
行
訓
練

回
畏
対
す
る
優
し
い
目
差
し
が
あ
り
、
素
直
な
詠
い
方
で
い
い
。

福
岡
市
柏
原
加
野
シ
ノ
ブ

狙
雨
友
の
訃
報
を
つ
た
え
来
る
我
よ
り
若
く
か
し
こ
き
人
の

ロ
汀
旦
麟
唸
疇
汀
鱈
応
瓢
[
[
い
竺
喜
調

, 
餌
欲
る
と
餌
与
へ
ん
と
け
た
た
ま
し
百
舌
の
親
仔
は
梅
の
し
げ
み
に

親
百
舌
は
飛
べ
と
言
ふ
こ
と
屋
根
に
暗
く
口
に
余
れ
る
虫
を
卿
へ
て

巣
立
ち
た
る
今
年
の
百
舌
か
朝
々
を
お
礼
参
り
の
こ
と
く
来
て
暗
く

さ
あ
北
京
オ
リ

、
」
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

-= 

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ど
な
た
に
聞
い
て
も
い

つ
か
ら
始
ま
る
の
か
分
か
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
果
た
し
て
、
ど
ん
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ハ
月
ハ
日
開
幕
で

す
▼
ま
た
、
春
の
覇
者
「
沖
縄
尚
学
」
を
象

徴
に
、
春
の
出
場
校
が
続
々
と
予
選
で
姿

を
消
し
開
幕
す
る
第
ハ
十
回
記
念
大
会
の

甲
子
園
も
注
目
で
す
。
そ
し
て
神
社
界
で

は
、
太
宰
府
・
宗
像
合
同
チ
ー
ム
の
連
覇
が

か
か
る
「
東
西
神
社
人
野
球
大
会
」
が
東

京
・
神
宮
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
大
社

か
ら
も
何
人
か
の
神
職
が
出
向
し
活
躍
す

る
：
·
予
定
で
す
▼
例
年
よ
り
早
く
梅
雨

明
け
し
、
連
日
酷
署
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
下
さ
い
。
（
塚
）

8月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ·15日月次祭
午前10時～高宮祭

第二宮・第三宮祭
宗像戦国神社祭(1日）

午前 11 時～総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(1 5 日）

7日中津宮七夕祭

午後7時～ 於＝筑前大島中津宮

15日宗像護国神社千灯明祭

午後7時～ 於＝宗像護国神社

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

蛸
壷
の
底
の
明
る
し
□
な
り
に

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

梅
雨
入
り
や
二
十
歳
も
若
き
古
希
の
肩

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

三
日
違
び
の
植
田
の
色
目
異
に
し
て

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

麦
を
か
り
田
櫛
え
待
つ
か
な
農
夫
た
ち
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